
〇 農作業安全に関する優良事例等の横展開を促すとともに、農作業安全に対する意識や活動を前向きで明
るいものに変えていくことを目的に、本年度より新たに「農作業安全表彰」を創設。

〇 記念すべき第１回の受賞者は、新潟県立村上桜ケ丘高等学校に決定。

新潟県立村上桜ケ丘高等学校

• 学生主体で取り組む「農作業事故ゼロプロジェクト」にて、シートベルトの着用や熱中症に関するア
ンケート調査を実施し、事故実態や課題を研究成果としてセミナー等で発信。

• アンケート調査にて、約90％の方が夏場に１人作業をしていると回答があったことを踏まえ、夏場
の作業の危険性を直接訴えるため、地域のJAとともに、熱中症パトロールを実施。

• 研究成果を踏まえ、トラクターのシートベルト着用促進、また熱中症対策に関するポスターを作成し、
注意喚起を図る。

アンケート調査を実施する様子 シートベルト着用促進・
熱中症対策ポスター

（農産局長賞受賞者）

第１回「農作業安全表彰」受賞者について
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片山安全コンサルタント
合同会社

ラジオCMによる呼びかけ、
ステッカー・ポスター等の啓
発資材を作成するほか、オ
ホーツク網走青年部と連携し、
農業初心者に向けた啓発動
画を作成、対話型グループ
ワークによる研修を実施。

果樹での昇降機による事
故が続発したため、果実袋
へ啓発文「要注意！！リフト
移動、機械操作」などを印字
し配布。その他、VR/対話型
研修、公用車での巡回放送、
ラジオ等を組み合わせて啓
発。

労働安全コンサルタントと
して、依頼を受けて全国各地
で農業機械の点検整備・安全
知識を座学と実機で学ぶ研
修を実施。オリジナルの安全
研修テキストを作成し、自身
のHPで掲載。

農作業表彰における優良事例の展開について
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〇 表彰受賞事例以外の事例も含め優良な事例については、現場の取組の参考としてもらうため、地方自治
体等を通じて展開予定。

（最終選考候補者）
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